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御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
の
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
二
二
号
で
す
。
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そそそそ
のののの
二二二二
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新
緑
爽
や
か
な
五
月
も
終
わ
り
、
六
月
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
さ
く
ら
ん
ぼ
の
季
節
の

到
来
で
す
ね
。

山
形
県
で
の
さ
く
ら
ん
ぼ
生
産
量
は
、
全
国

生
産
量
の
お
よ
そ
7
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

主
な
産
地
は
東
根
市
か
ら
米
沢
市
に
か
け
て

の
県
の
東
側
の
地
域
。
東
根
市
は
県
内
一
番
の

産
地
で
、
有
名
な
佐
藤
錦
発
祥
の
地
で
も
あ
り

ま
す
。

佐
藤
錦
の
他
に
も
紅
秋
峰
・
や
ま
が
た
美

人
な
ど
、
さ
く
ら
ん
ぼ
に
も
色
々
な
品
種
が
あ

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
品
種
が
お
好
き
で

す
か
？

天
候
・
場
所
・
種
類
に
よ
っ
て
さ
く
ら
ん

ぼ
の
生
育
状
況
が
変
動
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
美
味
し
い
さ
く
ら
ん
ぼ

を
楽
し
み
た
い
で
す
ね
。
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౽
十
౔
越次号の発行は七月七日です。

来月も皆様と紙面でお会いできるのを

楽しみにしています。

山
形
市
中
央
公
民
館
前
か
ら
東
に
向
か
う
道

が
あ
り
、
今
は
舗
道
に
星
座
が
埋
め
ら
れ
て
楽
し

め
る
通
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
百
メ
ー
ト
ル
程
進

む
と
南
に
向
か
う
一
方
通
行
の
道
が
あ
り
、
こ
こ

か
ら
義
光
公
の
つ
く
っ
た
職
人
町
が
あ
り
ま
す
。

最
初
は
檜
物
町
（
俗
に
曲
師
町
と
言
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
）
に
は
、
曲
げ
わ
っ
ぱ
・
お
ひ
つ
等
を

作
る
人
た
ち
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
檜
や
杉
板
を

う
す
く
削
っ
て
曲
輪
を
作
り
、
塗
師
町
へ
運
ん
で

朱
・
黒
を
塗
っ
て
仕
上
げ
る
。
檜
物
町
の
職
人
の

歴
史
は
定
か
で
な
は
い
そ
う
で
す
が
、
小
椋
光
吉

と
い
う
人
が
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
始

ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
椋
姓
は
木
地

師
・
杣
人
（
そ
ま
び
と
）
で
全
国
の
林
野
を
歩
き
、

義
光
公
時
代
に
定
住
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

幕
末
の
「
風
流
松
木
枕
」
に
よ
れ
ば
「
こ
の
所
よ

り
檜
物
町
と
い
い
、
杓
子
・
手
桶
・
た
ば
こ
盆
・

ま
げ
物
を
つ
く
る
。
四
六
時
中
鉋
・
鋸
切
の
音
た

か
く
、
手
早
い
こ
と
に
驚
い
た
」
と
い
う
。

檜
物
町
の
南
に
は
桶
町
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和

四
〇
年
頃
は
佐
川
・
大
串
・
斎
藤
桶
屋
な
ど
が

残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
昔
を
偲
ぶ
石
塔

が
建
っ
て
い
る
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
形
の
気
候
は
杉
材
を
よ
く
育
て
る
環
境
で
、

柾
目
の
美
し
い
桶
が
手
仕
事
に
よ
っ
て
仕
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

「
桶
町
」
は
最
上
義
光
公
時
代
よ
り
、
最
も
長
く

続
い
た
職
人
町
な
の
で
し
た
。
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『
全
国
屋
台
村
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典
』

が
六
月
八
～
九
日
、
山
形
市
七
日
町
の
「
山
形
屋

台
村
ほ
っ
と
な
る
横
丁
」
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま

す
。青

森
県
八
戸
市
の
「
せ
ん
べ
い
汁
」
や
栃
木
県

宇
都
宮
市
の
「
餃
子
」
な
ど
、
全
国
屋
台
連
絡
協

議
会
加
盟
の
各
道
県
の
屋
台
六
店
舗
が
出
店
。

『
全
国
屋
台
村
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
祭
典
』
は
、

「
ほ
っ
と
な
る
横
丁
」
な
ど
九
道
県
一
六
団
体
が

加
盟
す
る
「
全
国
屋
台
村
連
絡
協
議
会
」
（
八
戸

市
）
が
年
一
回
の
総
会
を
開
く
都
市
で
毎
年
開

催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
回
で
四
回
目
に

な
り
ま
す
。

二
〇
〇
九
年
に
加
盟
し
た
「
ほ
っ
と
な
る
横

丁
」
は
、
昨
年
の
総
会
予
定
地
で
し
た
が
、
東
日

本
大
震
災
の
復
興
支
援
の
た
め
、
宮
城
県
気
仙

沼
市
で
代
替
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

普
段
は
遠
く
ま
で
出
か
け
な
い
と
食
べ
ら
れ

な
い
名
物
が
「
ほ
っ
と
な
る
横
丁
」
に
一
堂
に
揃

い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
是
非
七
日
町
へ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。
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催
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六
月
八
日
（
金
）
一
八
時
～
二
二
時

六
月
九
日
（
土
）
一
六
時
～
二
二
時

◆
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◆

山
形
屋
台
村
ほ
っ
と
な
る
横
町

ほ
っ
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な
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広
場

◆
出
店
情
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◆

【
宇
都
宮
屋
台
横
丁
】

宇
都
宮
餃
子

【
津
軽
弘
前
か
だ
れ
横
丁
】

け
の
汁
・
津
軽
そ
ば
・
い
か
め
ん
ち

【
ふ
く
し
ま
屋
台
村
こ
ら
ん
し
ょ
横
丁
】

円
盤
餃
子

【
か
ま
い
し
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

釜
石
ラ
ー
メ
ン

【
八
戸
屋
台
村
み
ろ
く
横
丁
】

八
戸
せ
ん
べ
い
汁
・
銀
さ
ば
冷
薫

【
秋
田
屋
台
村
た
ば
こ
座
横
丁
】

秋
田
か
や
き
・
肉
巻
ダ
ン
ボ

【
帯
広
北
の
屋
台
】

十
勝
じ
ゃ
が
麺
の
ビ
ビ
ン
麺
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山
寺
は
正
し
く
は
「
宝
珠
山
立
石
寺
」
と
い
い
、

貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
に
清
和
天
皇
の
勅
願
に

よ
っ
て
慈
覚
大
師
が
開
い
た
天
台
宗
の
お
寺
で

す
。正

面
の
大
き
な
建
物
は
、
国
指
定
重
要
文
化

財
の
根
本
中
堂
。
平
安
時
代
に
創
建
さ
れ
て
お

り
、
ブ
ナ
材
の
建
築
と
し
て
は
日
本
最
古
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
根
本
中
堂
に
は
、
伝
教
大
師
が
中
国
か

ら
比
叡
山
に
移
し
た
灯
を
立
石
寺
に
分
け
た

「
不
滅
の
法
灯
」
が
今
も
灯
さ
れ
て
い
ま
す
。
織

田
信
長
の
焼
討
ち
で
延
暦
寺
を
再
建
し
た
際
に

は
、
立
石
寺
の
「
不
滅
の
法
灯
」
を
分
け
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
五
年
は
、
五
〇
年
に
一
度
の
『
薬
師
如

来
坐
像
』
御
開
帳
と
な
り
、
そ
の
姿
を
観
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
薬
師
如
来
坐
像
は
、
慈
覚
大
氏
が

自
ら
彫
り
込
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

立
石
寺
根
本
中
堂
の
本
尊
で
あ
る
こ
の
薬
師

如
来
坐
像
は
、
古
来
秘
仏
と
し
て
容
易
に
拝
観

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
研
究
家
た

ち
は
室
町
頃
の
像
と
推
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
の
根
本
中
堂
解
体
修
理
の
際
に
宝
蔵
に
て

調
査
が
行
わ
れ
、
平
安
時
代
の
薬
師
如
来
坐
像

で
、
そ
の
膝
裏
に
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
八
月

二
八
日
の
修
理
銘
が
あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

像
高
一
三
〇
ｃ
ｍ
、
カ
ツ
ラ
材
の
一
木
造
。
山

形
市
文
化
財
保
護
条
例
が
施
行
さ
れ
彫
刻
の
部

で
第
１
号
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
重
要
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
初
こ
の
薬
師
如
来
坐
像
と
と
も
に

造
立
安
置
さ
れ
て
い
た
日
光
・
月
光
両
菩
薩
像

お
よ
び
十
二
神
将
像
は
、
元
禄
一
一
年
（
一
六
九

八
）
幕
府
の
命
に
よ
り
江
戸
の
東
叡
山
寛
永
寺

に
移
さ
れ
、
そ
れ
に
代
る
一
四
像
が
現
在
の
立

石
寺
像
で
す
。

な
お
、
東
叡
山
に
移
さ
れ
た
一
四
像
の
う
ち
、

日
光
・
月
光
の
両
菩
薩
立
像
は
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。


